
子どもにやさしいまちづくり委員会資料「性的マイノリティを取り巻く現況と課題について」 

 

 

人の性 「セクシュアリティー」 

 

◎性の４つのファクター（要素） 

１、生物学的な性 ⇒ 体の性、セックス（セックスとは体の性別という意味） 

：体の仕組みや性染色体等から決定される性、 

（生物学的） 

２、性自認   ⇒  心の性、ジェンダーアイデンティティー 

：自分の性をどう意識しているかを表す、心理的性。 

３、性的指向  ⇒  好きになる性 嗜好ではない 

        ：恋愛感情や性的な関心がどの性別に向いているか 

（自分と他者との関係） 

４、性表現   ⇒  表現する性 

          ：自分をどのように表現したいのか、ファッションや 言葉使い、ふ

るまいなど。習慣・文化・嗜好など時代背景や環境や世代によって

異なる、変化する不定形なファクター。 

 

注）１、２，３、は生まれついたものであり、本人の意思や嗜好ではありません。医

学的に生物学的な性から予測される性自認や性指向と違っている人LGBTなどは疾

患ではないとしています（WHO）。  

  医療制度の便宜的対処として、医療の支援が必要な当事者には性同一性障害などの

病名を使用して疾患として扱う。 

 

◎LGBT 以外のマイノリティー （LGBT ”Q”と表現されることもある） 

 

性自認 Q:クエスチョニング⇒性自認、性指向、性表現に迷いや揺らぎがあり、決めら

れない人や決めたくない人 

    Q：クイア（Queer）⇒LGBTに当てはまらないマイノリティー全般  

性指向 アセクシュアル：無性愛、恋愛感情も性的欲求もわかない人のこと、もしくは

恋愛感情は湧くけれど性的欲求は抱かない人のこと。 

 

性分化疾患 インターセックス 

通常は男女どちらかで統一される性器や性腺、染色体の性別が曖昧だったり、一致

しなかったりする疾患の総称。外性器、内性器、内分泌系、染色体など身体的な特徴

を男女どちらにも判別しづらい人。性自認、性指向、性表現は様々。 


